
学び合い、高め合う授業の追究
～よりよい学級づくりを基盤として～

令和４～６年度
白河市立関辺小学校　学校課題研究

【研究テーマ】
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発表の内容

〇　はじめに

　１　本校の研究主題について

　２　QーUテストの分析と学級集団づくり

　３　授業におけるQ-Uテストの活用

　４　「分かる・できる・やりたい」のある授業づくり

　５　授業の実際

　６　SGEについて

　７　授業を支える「目標をもってチャレンジできる場の設定」

〇　終わりに
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〇　はじめに

【関辺小学校の概要】

〇　白河市の南側に位置している

〇　学区内に関山、白河の関などの

　景勝地がある

〇　令和６年度の児童数１０１名

〇　普通学級　６学級

　　特別支援学級　１学級（知的）

関辺小学校

白河の関

関山
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【研究の見通し】

Ｑ－Ｕテストを活用した

親和的な学級集団づくりを基盤 として、

「分かる・できる・やりたい」のある授業づくり

を実践していけば、児童間の相互作用により

学習意欲が高まり、学び合い、高め合う

授業の展開が実現されるであろう。

「学び合い、高め合う授業の追究」

～よりよい学級集団づくりを基盤として ～

１　本校の研究主題について
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⑴　令和元～３年度までの取り組み

　「学び合い、高め合う授業の創造」～読む力を高めることを通して～

　研究教科：国語

　①　令和元～２年度の取組

　　○　読み取る力を高めるために、説明文における学習方法の習得

　　○　考えを交流する場の工夫や交流に仕方

　②　成果と課題

　　○　成果：読み取る力が高まった

　　●　課題：自分の考えがもてない児童がみられ、学び合いが深まらない

なぜ、

よりよい学級集団づくりなのか
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　③　令和３年度の取組 　

　　一人一人が自分の考えを持ち、聴き合い、

　　　　　　支え合う「協働的な学び」の追究

　　○　基盤となる学級集団づくり

　　○　授業の質的改善

　　○　授業周辺部の工夫

　④　令和３年度の成果と課題

　　○　年２回のQ-Uテストの学級満足群の向上

　　○　学校評価アンケートの向上　

                 学校が楽しい　A・B評価９５％
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⑵　令和４～６年度の研究主題

【研究の見通し】

Ｑ－Ｕテストを活用した

親和的な学級集団づくりを基盤 として、

「分かる・できる・やりたい」のある授業づくり

を実践していけば、児童間の相互作用により

学習意欲が高まり、学び合い、高め合う

授業の展開が実現されるであろう。

「学び合い、高め合う授業の追究」

～よりよい学級集団づくりを基盤として ～
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現在の研究主題

１年次（Ｒ４）

Q-Uテストの理解と実態把

握、

分析力の向上（教師）、  

それを生かした授業づくりを

中心に

（研究教科：自由）

「学び合い、高め合う授業の追究」

～よりよい学級集団づくりを基盤として～

２年次（Ｒ５）

Q-Uテストをもとにした

学級づくりの上に、

その視点を生かした授業づく

りをする！

　学び合い、高め合う授業の

土壌をつくる！

（研究教科：算数）

３年次（Ｒ６）

２年次までの実践をもとに

どのように「学び合い、  

高め合う」授業をつくり上げ

ていくか

（主体的・対話的で深い学び

をめざして）

（研究教科：算数） 8



⑶　
学
校
課
題
研
究
の
概
要
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基盤となる学級づくり
【親和的でやる気に満ちた、居心地の良い学級集団】

　   ◎Q-Uテストによる実態把握と分析・活用
　　◎互いの良さを認め、自己有用感を育む望ましい人間関係づくり
　　◎SGEの継続的実施

「分かる・できる・やりたい」のあ
る授業づくり

目標を持って
チャレンジできる場の設定
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２　QーUテストの分析と学級集団づくり

⑴　学級集団の状態の捉え方

①　集団内の規律、共有された行動様式（ルール）

　教育環境の良好な学級集団には、二つの要素が確立されている。

学級集団の状態を「ルール」と「リレーション」の２軸で把握する

Q-Uテスト

②　集団内の児童生徒どうしの良好な人間関係尾、役割交流だけで　は
なく感情交流も含まれた内面的なかかわりを含む親和的な人間　関係
（リレーション）
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⑵　Q-Uテストによる学級集団の状況把握

侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

親和的なまとまりのある集団
（満足型学級）
ルールとリレーションが同時に確
立している状態

かたさのみられる集団
（管理型学級）
ルールとリレーションの確率がや
や低い状態

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P17 12



侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

ゆるみのみられる集団
（なれあい型学級）
ルールの確立がやや低い状態

荒れ始めの集団
（荒れ始め型学級）
ルールとリレーションの確立がや
や低い状態

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P18 13



侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

侵害行為
認知群

学級生活
満足群

学級生活
不満足群

非承認群

崩壊した集団
（崩壊型学級）
ルールとリレーションがともに喪
失した状態

拡散した集団
（拡散型学級）
ルールとリレーションの共通感覚
がない状態

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P18 14



⑶　学級集団の発達過程と指導

混沌・緊張期

小集団成立期

中集団成立期

自治的集団成立期

成熟

成熟

成熟

ルールの設定

ルールの定着

ルールの内在化・習慣化

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P19 15



⑷　学級集団の各発達段階間の葛藤
　【集団発達の葛藤の代表的パターン】

〇　小集団成立過程の葛藤（混沌・緊張期⇔小集団成立期）
　①　「混沌・緊張期」から「小集団成立期」に進めない
　②　「小集団成立期」から「混沌・緊張期」に退行していく

〇　中集団成立過程の葛藤（小集団成立期⇔中集団成立期）
　①　「小集団成立期」から「中集団成立期」に進めない
　②　「中集団成立期」から「小集団成立期」に退行していく

〇　自治的集団成立過程の葛藤
　　　　　　　　　　　　（中集団成立期⇔自治的集団成立期）
　①　「中集団成立期」から「自治的集団成立期」に進めない
　②　「自治的集団成立期」から「中集団成立期」に退行していく

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P20

混沌・緊張期

小集団成立期

中集団成立期

自治的集団
成立期

成熟

成熟

成熟
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⑸　学級集団づくり（アセスメント・対応シートの活用）

プロット・担任報告から考えられる学級の状態・発達について

（内在化している）　　　　↔　　　　（教師が指示すれば行動する）　↔　（反発され教師の指示が通りにくい）

①「ルールの確立度」について

５ 　ー　 ４ 　ー 　３ 　ー　 ２　ー　 １

②「リレーションの確立度」について

５ 　ー　 ４ 　ー 　３ 　ー　 ２　ー　 １
（親和的に全体に広がっている）　　↔　　（小グループ内に閉じている）　↔　（グループ間対立・孤立・防衛的行動が顕著）

シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P28 17



シリーズ　事例に学ぶQ-U式学級づくりのエッセンス集団の発達を促す学級経営（小学校高学年）図書文化社，2012，P28

③
　
学
級
集
団
の
発
達
に
つ
い
て
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侵害行為認知群
0名　0％

全国17％

学級生活満足群
18名　86％

全国42％

学級生活不満足群
1名

要支援群1名　10％　
全国22％

非承認群
1名　5％

全国19％

⑹　実際のQ-Uテストの分析（６年生）

侵害行為認知群
1名　5％

全国17％

学級生活満足群
17名　82％

全国42％

学級生活不満足群
1名　5％

全国22％

非承認群
2名　10％

全国19％

侵害行為認知群
1名　５％

全国16％

学級生活満足群
19名　86％

全国43％

学級生活不満足群
1名
5％

全国23％

非承認群
1名
5％

全国18％

侵害行為認知群
1名　5％

全国16％

学級生活満足群
16名　76％

全国43％

学級生活不満足群
2名　10％

全国23％

非承認群
2名　10％

全国18％

R3 R4

R5 R6
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侵害行為認知群
3名  18％

全国16％

学級生活満足群
13名  76％

全国43％

学級生活不満足群
1名  6％

全国23％

非承認群
0名  0％

全国18％

侵害行為認知群
0名  0％

全国17％

学級生活満足群
16名  94％

全国42％

学級生活不満足群
0名  0%

全国22％

非承認群
1名  6％

全国19％

⑹　実際のQ-Uテストの分析（５年生）

侵害行為認知群
3名  24％

全国17％

学級生活満足群
8名  47％

全国42％

学級生活不満足群
0名  0％

全国22％

非承認群
5名  29％

全国19％

侵害行為認知群
2名  12％

全国16％

学級生活満足群
11名  65％

全国43％

学級生活不満足群
3名  18％

全国23％

非承認群
1名  6％

全国18％

R3 R4

R5 R6
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⑺　学級満足群とふくしま学力調査
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３　授業における
　　　Q-Uテストの活用
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４　分かる・できる・やりたいのある授業づくり
　⑴　ＱーＵ分析を生かした授業づくり

〇　学級タイプに合わせた授業の計画

〇　不満足群、非承認群、侵害行為認知群の児童への具体的手立て　
　⑵　「分かる・できる」のある授業づくり

〇　「授業スタンダード」を活用した授業計画とチェック　
〇　基礎的・基本的学習内容の把握と評価
〇　想定されるつまずきへの具体的手立て
〇　「４０分＋５分」で５問＋αの習熟の時間の確保
〇　学力調査の分析を生かした授業計画

　⑶　「やりたい」のある授業づくり
〇　好奇心を持ち、学ぶ意欲が持続していく課題の設定
〇　「分かる・できる」を増やし、自己の成長を感じられる活動の設定
〇　事実に即した振り返りで新たな学びにつながるまとめと振り返りの工夫

　⑷　学び合い、高め合う授業づくり
〇　「聴く」「伝える」「応える」力を身につけさせる
〇　子どもの考えをつなぎ、子どもたち自身で授業を進めているという満足感が得られる授 業構
成 23
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「分かる・できる・やりたい」のある授業を
　　　　　　　　　　　　　　　　追究するために

　①　課題の焦点化　　　　　
　　　→　本時に追究することがはっきりしている
　　　→　「できそう！」「やってみたい！」

　②　まとめと振り返りの工夫
　　　→　本時の学びを言語化
　　　→　「わかった！」「なるほど！」

　③　適用問題の時間の確保 　
　　　→　本時の学びを生かす場
　　　→　「できた！」「もっとやりたい！」

ふりかえりの視点

わ・が・こ・と
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「学び合い、高め合う授業」を目指して
　①　「話し方・聴き方名人への道」の指導
　　　→　他教科でも、生活の中でも

　②　「語り始めの言葉」の指導
　　　→「例えば」「まず」「次に」「もし…だったら」など
　　　→　数学的な表現力をつける

　③　引き出したい考えや発言を具体化しておく
　　　→　コーディネートをイメージするための柱

　④　課題に対する自分の考えをもたせ、表出させる
　　　→　「自分と同じかな、似てるかな、違うかな」と比べながら聴けるように
　　　→　考えを書く、〇✕で示す、挙手する、ネームプレートを貼るなど

　⑤　思考過程の共有、吟味
　　　→　「予想」「再生」「要約」などで共有
　　　→　思考を可視化、相違点・共通点を吟味

コーディネート
共有させる言葉
吟味させる言葉

→授業スタンダード
（関辺版） 28
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５　授業の実際
４年生の授業　単元：角の大きさの表し方を調べよう

授業実施前の「研修だより」事前研で話題になったこと

90°を使った方法までは、取り扱わなくてもよいか？

どの方法が自分に合っているのかネームプレートを
使って、全員に意思表示をさせたい。しかし、どの問題
でも、ネームプレートを貼る方法が適しているとは、限
らない。

板書内のキーワードをもとに自分でまとめを書く。それを振
り返りとする。

【授業テーマ】（この授業でめざす子どもの姿）
　180°より大きい角の大きさのはかり方を進んで考え、自分や友だちに
角度のはかり方が伝わるように、式や言葉で伝え合う子ども

「学びたい」という意欲を高めるために、オリ
ジナルのゲームを作りました！
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Q-U分析・学級集団づくり対応シートの作成
　　①　実態の把握（４年生）

侵害行為認知群（５％）

　

学校生活満足群（７４％）

　

〇ルールの確立度

５ ４ ３ ２ １

内在化                                            指示が通りにくい

〇リレーションの確立度

５ ４ ３ ２ １

学校生活不満足群（５％）
　B

非承認群（１６％）

　A
親和的                                                       対立や孤立

〇集団の状況

〇満足型
・概ね満足しているが、非承認の児童も多い。友達関
係も良好である。全体的に学習意欲が低い児童が多
い。

要支援群
　

32



　　②　分析の結果
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　　③　対応策

34



　　④　座席表

侵害行為認知
群

B　不満足群

つまずきを見取
り、支援する。
できていることを
認め、励ます。

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 A　非承認群

ペア活動の際、
しっかりと行えて
いるかどうか見取
り、援助する。でき
ていることを認め、
励ます。

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇
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授業の様子 オリジナルゲームによる導入

36

https://docs.google.com/file/d/1XAgLqEvO_PflXi5pPEzv8rSw0n_ETZZY/preview


授業の様子 全体での交流
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https://docs.google.com/file/d/1rmA3shTZRuoGzWuAXjyKxYuO4KWALQsW/preview


授業の様子

全体での共有
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研修だより
４年生の授業　単元：角の大きさの表し方を調べよう

授業実施後の「研修だより」

指導主事のご指導より
◎自力解決もその子にとって大切な学び
　・つまずいちゃったら→いっしょにやろう！こっちにおいでよ！
　・早々に終わっちゃったら→となりの人とはなしてもいいよ！
◎「対話的な学び」を目指して
　・全員が分かっているかな？
　　→何で線を引いて分けるの？線ってどう引くの？
　　　となりの人と話してみて！気があった人？どんなところが同じ？
　　　〇〇さんと同じって言ってたけど、自分の言葉で言ってみて！
　・発表するって不安･･･みんなの力を借りて！ペアで、グループで！
　　→どんな考え？全部じゃなくていいよ！完ぺきでなくてもいいよ！
　・どんな説明ができれば達成なのか？
　　→教師自身が説明してみる
　　　大事なことを投げかけて、まかせる

39



授業の実際
３年生の授業　単元：重なりに注目して～図を使って考える～

授業実施前の「研修だより」事前研で話題になったこと

めあてとまとめ
「重なっているところを 1回ひけばよい」のまとめでよいか？適用問題の解決につながるか
どうか？

図に表すことのよさを実感させるには･･･
→事前研では、演示により場面を理解させようと考
えていたが、今回あえて問題文だけの提案にして
みた。

問題について
教科書では、教室の入り口の高さを求める問題だったが、横の線分図に
表すのに「これを横にしたら･･･と 1段階必要。練習問題と同様にテープ図
にしてみたらどうかな。

【授業テーマ】（この授業でめざす子どもの姿）
　図に表すことのよさに気付き、図と式を対応させながら自分の考えを説明し
たり、自分と友だちの考えを比べながら聞いたりすることができる子ども
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Q-U分析・学級集団づくり対応シートの作成
　　①　実態の把握（３年生）

侵害行為認知群（０％）

　

学校生活満足群（８０％）

　H.K
〇ルールの確立度

５ ４ ３ ２ １

内在化                                            指示が通りにくい

〇リレーションの確立度

５ ４ ３ ２ １

学校生活不満足群（５％） 非承認群（２０％）

　A.S　O.K
親和的                                                       対立や孤立

〇集団の状況

〇満足型
・多くの児童にとって学級は安心できる居場所となっ
ているが、少人数なのでより一人一人を見ていく必
要あり

要支援群
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　　②　分析の結果
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　　③　対応策
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　　④　座席表

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇

O.K　不満足群

挙手などの意欲を称賛
する。

A.S　不満足群

作業が遅れないようにこ
まめに声をかける。

K.H　満足群

ペア活動の際、しっかりと
行えているかどうか見取
り、援助する。できているこ
とを認め、励ます。

H.K　満足群

自力解決時にノートを確
認。
称賛の機会を逃さない
ようにする。相手意識を
もって話すように支援す
る。

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇
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１ｍのテープ２本、２０ｃｍずつ重ねました。

１００ ２０

１００

１８０ｃｍ
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授業の様子 自力解決（自力解決では、自由に友達と話してもよい）

答
え
は

160
cm
と主
張
する
児
童

答
え
は

180
cm
と主
張
する
児
童
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https://docs.google.com/file/d/1KI3eUsZ5WUrInlJa25jR8kS0XjUTHp08/preview


授業の様子
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授業の様子 板書
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研修だより
３年生の授業　単元：重なりに注目して

授業実施後の「研修だより」

指導主事のご指導より
◎図をかくこと
　・「図に表すことのよさ」をテーマとした点、今、子どもたちに求められてい　　る力の育成
にあっている。
　・図をかくことはすごく難しい。身に付けるべきスキルとして意識して指導しな　　いと、初
発の単元の中では、さらりと終わってしまう。各学年で確実に身に付　　けさせたい。
　・教科書にある図を「見る」だけ、「書き込む」だけだと、自分事にならない。　　問題文から
イメージをもつ、図に書き表す練習を繰り返し行う。
◎時間配分について
　・図をかくこと・式に表すこと・言葉での説明と、やることが盛りだくさんだっ　　た。本時で
は図をかくことを中心の活動にして、それに絞ってもよかった。話　　し合わせることを焦点
化して！
　　→図が正しく書ければ、式にできなくても答えは導き出せた。まずは、そこを　　　話し合
わせれば･･･
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研修だより
３年生の授業　単元：重なりに注目して

授業実施後の「研修だより」

◎　「対話的な学び」

　・予想のずれが考えを深めるチャンス！

　　→１８０と１６０どっちなの？はっきりさせたい！という思いが意欲を　　　高めた。
また、全員の予想を挙手させたことによって、「相手に自分　　　の考えを分かってもら
いたい！」という思いが高まった。

　・表現の質を高める！

　　→具体的に説明すること、長い文を区切って話すこと。

　　→「１００＋８０」の「１００ってどこ？」「８０ってどこ？」と図を　　　結び付けて説明
する発問があれば良かった。
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授業の実際
２年生の授業　単元：長方形と正方形

授業実施前の「研修だより」事前研で話題になったこと

自信をもって説明するためには
部会で話し合い、以下のことを実践したいと思います。
・話型を提示する
・友達の発表の聞き方、反応の仕方などをあたたかい雰囲気、言葉で
・相手の考えを認めつつ、自分の考えを言える。称賛し合える雰囲気づくり

つまずきポイント
㋑の図形について、児童は弁別に悩むと思われる。既習の定義を活用し
て区別し、説明できるように黒板に三角形、四角形の定義を掲示し、説明
する際の手立てとしたい。

めあてとまとめ
前時で辺、頂点に注目することで弁別できることをまとめているので、そ
れらの言葉を使って説明する姿が見れるよう設定した。

【授業テーマ】（この授業でめざす子どもの姿）
　図形を弁別する活動を通して、辺や頂点の数に着目し、三角形と四角形の
性質を根拠と自信をもって説明する子ども
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Q-U分析・学級集団づくり対応シートの作成
　　①　実態の把握（２年生）

侵害行為認知群（７％）

　

学校生活満足群（４３％）

　Ｄ

〇ルールの確立度

５ ４ ３ ２ １

内在化                                            指示が通りにくい

〇リレーションの確立度

５ ４ ３ ２ １

学校生活不満足群（７％） 非承認群（４３％）

　Ｂ、Ｃ

親和的                                                       対立や孤立

〇集団の状況

〇満足型に近い荒れ始め型
・学級ルールが共有され、多くの児童にとって安心で
きる場所になっている。しかし、友だちに迷惑がか
かっている行動が目立ち、「やめて」「うるさい」と言い
合うことがある。

要支援群
　Ａ
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　　②　分析の結果
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　　③　対応策
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　　④　座席表

B　非承認群

ついてこれている
か様子を見る。自
信がありそうだっ
たら、指名して活
躍の場をつくる。

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 A　要支援群

指名したり、前に
出したりして、活躍
の場をつくる

D　学校生活
　　満足群
ペアでの活動の様
子を把握し、うまく
いっていない場合
は、支援する。

〇〇　〇〇

〇〇　〇〇 C　非承認群

行動が遅れないよ
うに声をかけなが
ら進める。

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇

〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇 〇〇　〇〇
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授業の様子 全体での交流・まとめ
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https://docs.google.com/file/d/116zimKSwwWzSNGDXFMgFhCq2J1pF8R0z/preview
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２年生の児童のまとめ
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研修だより
２年生の授業　単元：長方形と正方形

授業実施後の「研修だより」

指導主事のご指導
◎　子どもの姿は担任の姿！
　・子どもの話を真剣に聞く担任の姿→子どももそう育つ！
　・困っている子の考えを取り上げて寄り添う！
　　「○○さんが迷っているみたい」「○○くんの気持ち分かる？」
◎　算数科の用語・概念の指導について
　・子どもの言葉「カックン」「チクチク」
　　→否定しないで、別な言葉で表現しながら用語を押さえる。
　　「カックンってどういうこと？」「とがっていること」「とがっているのを頂点と言うんだね」

　・「三角形＝３本の直線で囲まれた形」
　　→定義に戻っていつも確認できるようにしておく。
　　「囲まれている＝中から出られないってこと！」のように言い換えて理解させることも有効。
◎　身につけさせたい数学的な見方・考え方を明確にして
　・「～に着目して」を洗い出して。
　・しきつめ模様作りなどで、数学的な感覚を磨く！
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６　SGEについて
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あいさつのキャッチボールをしよう
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好きな〇〇言ってリレー（山手線version）
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SGEの様子
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https://docs.google.com/file/d/13WFWDz7uPIiVSXkPI-NZLoK9nN2N_yJx/preview


７　目標をもってチャレンジできる場の設定

⑴　朝の活動の工夫と充実（わくわくタイム）
　①　国語・算数・読書タイムを組み合わせた補充的・発展
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　②　読み聞かせやビブリオバトルの実施
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　③　必読書２０冊の選定
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　④　学校司書との連携と市立図書館の有効活用
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⑵　自ら進んで行う家庭学習の推進
　①　「家庭学習カード」や「家庭学習計画表」を活用した
　　　　　　　　　　　　　自己マネジメント力の育成と家庭との連携
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月 火 水 木 金 チェックとアクション

予定 サッカー ピアノ・じゅく サッカー 宿題
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

音読

漢字 振り返り

プリント

その他 自主学習
Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

自主学習 〇 × ◎ 〇 提出

連絡メモ
振り返り

自己評価

学習時間 自己評価 学習時間 自己評価 学習時間 自己評価 学習時間 自己評価 学習時間 自己評価

分 分 分 分 分 保護者印

確認印 担任印 担任印 担任印 担任印 担任印 担任印

自主学習のテーマ：
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⑶　学習内容の定着を図る場の設定
　①　「漢字・計算コンクール」の実施（年２回）
【漢字の部】
漢字の読み１３問、書き３７問、計５０問
教科書巻末一覧表より出題

【計算の部】
１・２年生は、５０問
３～６年生は、２５問
教科書に載っている練習問題より出題

【表彰】
満点合格証（１回目で満点の児童のみ）
８０点以上の児童に合格証（挑戦回数は問わない）
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②　自己目標の設定と各単元末テストに向けた取り組み（テスト確認表）
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〇　おわりに

学級づくり　⇔　授業づくり
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ご清聴、

ありがとうございました。
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